
被
災
地
に
送
り
「
仏
教
の
祈

り
」
を
執
り
修
め
た
。

次
に
鎌
倉
市
内
キ
リ
ス
ト

教
諸
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
、
日
本
基
督
教
団
、
日
本

聖
公
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

会
）
の
司
祭
、
牧
師
、
お
よ

び
女
子
修
道
会
、
信
徒
に
よ

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 平成31年（2019年）４月１０日 水曜日 第750号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設

〈社是〉

発行所宗教新聞社
東京都新宿区新宿5-13-2
〒160-0022
電話  03-3353-2940（代）
FAX 03-5363-5182
郵便振替口座 00130-9-22704
URL http://www.religion-news.net
宗教新聞社 2019

購読料（税込）
１部 　　　  500円
半年 　　　3,000円（〒共）
年間 　　　6,000円（〒共）

５
月
１
日
か
ら
使
わ
れ
る
新
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「
令
和
」
の
典
拠
は
天
平
２
年（
７
３

０
）
正
月
13
日
、
大
宰
府
で
行
わ
れ

た
「
梅
花
の
宴
」
を
記
し
た
、『
万
葉

集
』「
梅
花
の
歌
」
32
首
の
序
文
に
あ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
の
を
受
け
４

月
１
日
、
楠
田
大
蔵
太
宰
府
市
長
は

喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

こ
の
「
梅
花
の
宴
」
を
開
い
た
の

は
、
万
葉
集
の
選
者
・
大
伴
家
持
の

父
・
大
伴
旅
人
で
、
大
宰
府
の
長
官

だ
っ
た
彼
は
大
納
言
に
昇
進
し
て
都

に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
大
宰
府
の
役

所
が
管
轄
し
て
い
た
西
海
道（
九
州
）

の
官
人
た
ち
を
邸
宅
に
招
き
宴
を
開

い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
70
年
さ
か
の
ぼ
る
６
６
３

年
、
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
白
村
江

で
完
敗
し
、
４
万
２
千
の
兵
を
失
っ

た
日
本
は
唐
の
侵
攻
に
怯
え
て
い

日
本
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
は
天

智
朝
を
滅
ぼ
し
た
天
武
朝
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
の
で
、
不
名
誉
な
羈
縻
政

策
は
隠
さ
れ
た
。
天
智
時
代
の
急
激

な
唐
化
に
対
す
る
国
内
勢
力
の
反
発

は
、
開
国
に
舵
を
切
っ
た
徳
川
幕
府

に
対
す
る
攘
夷
運
動
に
も
似
て
い

る
。
討
幕
が
成
る
と
、
攘
夷
を
忘
れ

開
国
に
転
じ
た
の
は
、
天
武
朝
で
の

律
令
制
の
進
展
と
同
じ
だ
と
中
村
氏

は
言
う
。

白
村
江
の
戦
後
処
理
で
、
唐
は
百

済
と
日
本
に
対
す
る
羈
縻
政
策
を
進

め
、
６
６
５
年
に
は
約
２
千
の
官
僚

を
倭
国
に
派
遣
し
、
６
６
７
年
に
筑

紫
都
督
府
を
設
置
し
た
。
間
接
統
治

の
始
ま
り
で
、
唐
の
官
僚
は
大
和
に

も
進
出
し
、
都
を
近
江
に
遷
さ
せ

た
。並

行
し
て
、
百
済
人
を
使
っ
て
対

た
。
そ
れ
を
追
い
風
に
統
一
国
家
づ

く
り
を
進
め
た
の
が
中
大
兄
皇
子
、

後
の
天
智
天
皇
で
あ
る
。

白
村
江
敗
戦
後
の
日
本

中
村
修
也
文
教
大
学
教
授
は
『
天

智
朝
と
東
ア
ジ

ア
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ

ッ
ク
ス
）
で
、

当
時
の
日
本
は

実
質
的
に
唐
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と

い
う
。
中
国
・
朝
鮮
の
文
献
も
駆
使

し
、
羈
縻
（
き
び
）
政
策
と
呼
ば
れ

る
唐
の
間
接
支
配
を
受
け
な
が
ら
、

天
智
朝
の
律
令
制
が
整
備
さ
れ
た
と

の
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
日
本
が
、
米
国
の
間
接

統
治
の
下
で
民
主
化
さ
れ
た
の
と
同

じ
こ
と
が
、
白
村
江
戦
後
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

馬
か
ら
畿
内
に
至
る
要
所
に
山
城
を

設
け
、
烽
火
に
よ
る
通
信
を
可
能
に

し
た
。
山
城
は
唐
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
と
さ
れ
る
が
、
軍
船
を
防
ぐ
に
は

不
向
き
で
、
む
し
ろ
、
唐
が
監
視
と

通
信
用
に
設
け
た
と
す
る
方
が
合
理

的
で
、
太
宰
府
の
水
城
は
南
九
州
か

ら
の
反
乱
を
防
ぐ
た
め
だ
と
い
う
。

唐
の
羈
縻
政
策
が
終
わ
っ
た
の

は
、
高
句
麗
滅
亡
後
、
朝
鮮
を
統
一

し
た
新
羅
が
反
唐
政
策
に
転
じ
た
か

ら
で
あ
る
。

天
武
朝
か
ら
は
新
羅
と
連
携
し
て

唐
に
反
抗
し
た
た
め
、
骨
品
制
を
残

す
よ
う
な
新
羅
的
な
律
令
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
官
僚
制
を
取

り
入
れ
な
が
ら
科
挙
は
実
施
せ
ず
、

役
職
を
家
業
的
に
し
た
の
も
、
豪
族

の
連
合
支
配
に
沿
う
日
本
的
受
容
だ

ろ
う
。
強
い
新
羅
の
存
在
が
日
本
に

と
っ
て
は
僥
倖
だ
っ
た
。
確
か
に
、

唐
が
賠
償
も
要
求
せ
ず
、
低
姿
勢
で

友
好
を
求
め
て
き
た
と
い
う
日
本
書

紀
の
記
述
は
お
か
し
い
。

唐
の
冊
封
を
受
け
た
新
羅
が
高
句

麗
を
滅
ぼ
し
、
唐
の
影
響
力
も
排
除

し
て
朝
鮮
半
島
を
初
め
て
統
一
し
た

の
は
６
７
６
年
。
そ
の
後
、
再
び
唐

の
冊
封
を
受
け
、
中
央
集
権
国
家
を

建
設
し
な
が
ら
仏
教
を
保
護
し
仏
教

文
化
が
栄
え
る
が
、
や
が
て
衰
亡
に

向
か
う
。

日
本
は
６
６
８
年
か
ら
遣
新
羅
使

の
派
遣
を
始
め
、
６
７
２
年
の
壬
申

の
乱
で
勝
利
し
た
大
海
人
皇
子
（
後

の
天
武
天
皇
）
は
親
新
羅
政
策
を
さ

ら
に
進
め
、
次
の
持
統
天
皇
も
亡
夫

の
外
交
方
針
を
継
い
だ
。
も
っ
と

も
、
対
等
の
関
係
は
認
め
ず
、
新
羅

が
日
本
に
朝
貢
す
る
関
係
を
と
っ

た
。
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
の
は
、

東
ア
ジ
ア
に
つ
か
の
間
の
平
和
が
訪

れ
て
い
た
時
で
、
大
伴
旅
人
ら
は
そ

れ
を
喜
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

伝
統
と
革
新

古
代
の
律
令
化
と
戦
後
の
民
主
化

を
比
べ
る
と
、
い
か
に
も
日
本
的
な

手
法
が
似
て
い
る
。
一
旦
は
受
け
入

れ
、
そ
の
後
、
日
本
的
な
も
の
に
変

容
し
て
い
く
。
明
治
の
近
代
化
も
同

じ
で
、
神
武
統
治
に
戻
っ
た
上
で
近

代
国
民
国
家
づ
く
り
を
進
め
、
昭
和

天
皇
は
明
治
天
皇
の
五
箇
条
の
御
誓

文
を
い
わ
ゆ
る
人
間
宣
言
の
根
幹
に

据
え
ら
れ
た
。

伝
統
的
文
化
と
は
そ
う
い
う
も
の

で
、
古
来
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
価

値
を
大
切
に
守
っ
て
い
る
か
ら
、
新

し
い
時
代
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
自

ら
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

厳
し
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
国
際
社
会

で
、
新
し
い
御
代
の
日
本
も
そ
う
あ

り
た
い
。

「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い

祈
っ
て
い
る
被
災
者
の
方
々

の
上
に
恵
み
と
平
安
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
」

カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下
教
会

の
ヌ
カ
ポ
グ
・
ス
ダ
ー
カ
ル

神
父
に
よ
る
聖
書
朗
読
が
行

わ
れ
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音

書
５
章
１
節
か
ら
10
節
ま
で

を
朗
読
。
日
本
基
督
教
団
大

船
教
会
の
松
下
道
成
牧
師
が

「
私
の
魂
は
苦
難
を
味
わ
い

尽
く
し
、
命
は
黄
泉
に
臨
ん

で
い
る
。
あ
な
た
は
私
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
。
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
、
一
緒
に
食

事
を
し
、
夜
を
過
ご
し
、
学

校
に
行
き
、
担
ぎ
、
手
を
つ

な
い
で
く
れ
た
。
一
緒
に
泣

い
て
、
笑
っ
て
く
れ
た
。
一

緒
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
て

く
れ
た
。
も
う
二
度
と
人
を

愛
せ
な
い
と
思
っ
た
け
れ
ど

も
、
人
を
愛
す
る
こ
と
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
私
は

そ
れ
を
忘
れ
な
い
」
と
祈
っ

社

説

た
。
讃
美
歌
「
信
頼
」
の
合

唱
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の

下
教
会
の
チ
ェ
・
ウ
ォ
ン
テ

神
父
が
「
主
の
祈
り
」
を
捧

げ
、
日
本
聖
公
会
鎌
倉
聖
ミ

カ
エ
ル
教
会
の
北
澤
洋
司
祭

が
「
結
び
の
祈
り
」
を
捧
げ

た
。最

後
に
、
讃
美
歌
「
い
つ

岡
山
の
春
を
彩
る
宗
忠
神
社「
御
神
幸
」

市
内
各
所
の
桜
が
満
開
に

な
っ
た
「
２
０
１
９
岡
山
さ

く
ら
カ
ー
ニ
バ
ル
」
最
終
日

の
４
月
７
日
、
岡
山
市
北
区

上
中
野
（
通
称
・
大
元
）
に

あ
る
宗
忠
神
社
の
「
御
神
幸

（
ご
し
ん
こ
う
）」
が
、
同
市

中
心
部
で
古
式
ゆ
か
し
く
行

わ
れ
た
。
午
前
８
時
、
平
安

貴
族
風
の
装
束
を
ま
と
っ
た

約
８
０
０
人
の
一
行
が
宗
忠

神
社
を
出
発
し
、
御
旅
所
の

あ
る
後
楽
園
ま
で
の
往
復
約

12
キ
ロ
を
練
り
歩
い
た
。

行
列
は
全
部
で
５
陣
。
第

く
し
み
ふ
か
き
」
が
大
聖
堂

に
響
く
中
、
鎌
倉
宗
教
者
会

議
の
役
員
が
共
に
献
花
し
た
。

古
川
主
任
司
祭
は
「
８
年

が
経
ち
震
災
を
忘
れ
た
方
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い

ま
だ
に
苦
し
ん
で
い
る
人
も

い
る
。
私
た
ち
は
宗
教
者
と

し
て
、
亡
く
な
っ
た
方
々
、

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
先
頭

に
付
き
、
華
や
か
に
に
ぎ
や

か
に
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
、
沿
道
の
市
民
ら
か
ら
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。

今
回
の
御
神
幸
に
は
昨

年
、
岡
山
県
を
襲
っ
た
西
日

本
豪
雨
に
よ
る
犠
牲
者
の
慰

霊
と
被
災
地
の
復
興
祈
願
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。
御
神
幸

は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

平
成
25
年
に
も
３
週
間
後
の

４
月
３
日
に
行
わ
れ
た
。
黒

住
宗
道
教
主
は
「
こ
れ
は
歌

舞
音
曲
で
は
な
く
祈
り
で
す

か
ら
。
68
年
前
に
は
戦
後
復

興
へ
の
祈
り
と
し
て
再
興
し

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

御
旅
所
に
な
っ
て
い
る
後

楽
園
で
は
、
鶴
鳴
館
前
で
黒

住
宗
道
教
主
が
世
界
平
和
を

願
っ
て
祝
詞
を
奏
上
。
花
見

客
や
外
国
人
観
光
客
ら
が
、

行
列
や
儀
式
に
興
味
深
そ
う

に
見
入
っ
て
い
た
。

行
列
は
午
後
１
時
過
ぎ
に

後
楽
園
の
御
旅
所
を
出
発

し
、
岡
山
駅
を
経
て
、
午
後

３
時
に
宗
忠
神
社
に
還
り
つ

い
た
。

被
災
者
慰
霊
、被
災
地
復
興
の
祈
り

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。
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四
六
判
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６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

午
後
２
時
35
分
、
聖
歌

「
谷
川
の
水
を
求
め
て
」
の

合
唱
の
中
、
神
道
約
20
名
、

キ
リ
ス
ト
教
約
10
名
、
仏
教

約
60
名
が
大
聖
堂
に
入
堂

し
、
地
震
発
生
時
刻
の
午
後

２
時
46
分
に
鐘
の
音
と
共
に

全
員
で
１
分
間
の
黙
祷
。
教

会
か
ら
一
切
の
音
が
消
え
静

寂
に
な
っ
た
。

最
初
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
は

じ
め
鎌
倉
の
神
社
の
神
職
、

約
20
名
に
よ
る
「
神
道
の
祈

り
」
が
捧
げ
ら
れ
た
。
修
祓

に
続
き
神
職
と
参
列
者
全
員

が
大
祓
詞
を
唱
え
、
玉
串
を

奉
っ
て
拝
礼
し
た
。

次
に
「
仏
教
の
祈
り
」
が

導
師
・
浄
土
宗
大
本
山
光
明

寺
法
主
・
柴
田
哲
彦
台
下
と

鎌
倉
市
内
外
の
約
60
名
の
僧

侶
に
よ
り
唱
え
ら
れ
た
。
導

師
が
「
表
白
」
を
奉
読
し
た

後
、
僧
侶
と
参
列
者
全
員
が

観
音
経
世
尊
偈
を
読
経
し

た
。
導
師
と
共
に
参
列
者
全

員
が
「
願
わ
く
は
此
の
功
徳

を
以
て
、
平
等
一
切
に
施

し
、
同
じ
く
菩
提
心
を
発
こ

し
て
、
安
楽
国
に
往
生
せ

ん
」
と
「
ご
回
向
」
を
唱
和

し
て
仏
教
の
真
摯
な
祈
り
を

一
陣
は
鼓
笛
隊
の
後
に
五
色

幟
が
ひ
る
が
え
り
、
緑
の
大

榊
が
担
が
れ
る
。
第
二
陣

は
、
御
神
幸
委
員
長
が
人
力

車
に
乗
り
、
山
車
に
乗
っ
た

楽
人
た
ち
が
吉
備
楽
の
優
美

な
音
を
奏
で
、
宮
司
ら
が
た

ゆ
み
な
く
大
祓
言
葉
を
唱
え

続
け
る
後
に
、
御
祭
神
の
宗

忠
大
神
を
遷
し
た
神
輿
の
御

鳳
輦
（
ご
ほ
う
れ
ん
）
と
、

大
正
時
代
の
馬
車
に
乗
っ
た

斎
主
の
黒
住
宗
道
教
主
と
副

斎
主
の
黒
住
宗
芳
令
嗣
、
そ

し
て
鉾
や
弓
な
ど
の
御
神
宝

が
続
く
。
第
三
陣
は
、
元
気

の
い
い
子
ど
も
み
こ
し
に
御

弓
箱
、
太
刀
箱
な
ど
が
続
い

て
い
た
。

表
町
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー

ド
街
か
ら
、
就
実
高
校
バ
ト

ン
部
と
県
立
岡
山
東
商
業
高

る
「
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
」

が
捧
げ
ら
れ
た
。
聖
歌
「
ガ

リ
ラ
ヤ
の
風
か
お
る
丘
で
」

の
後
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

鎌
倉
栄
光
教
会
・
白
井
献
牧

師
が
祈
り
を
捧
げ
た
。

「
今
日
は
２
０
１
１
年
に

起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の

事
を
思
い
起
こ
す
日
。
多
く

の
人
々
が
災
難
に
遭
い
、
原

発
事
故
に
よ
っ
て
命
を
失

い
、
財
産
を
失
い
、
故
郷
を

失
っ
た
。
い
ま
だ
に
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
、
心
に
も
体

に
も
、
ま
た
生
活
に
も
傷
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
願
わ
く

は
す
べ
て
を
ご
存
知
の
父
な

る
神
が
一
人
ひ
と
り
を
慰

め
、
力
づ
け
て
く
だ
さ
る
よ

う
切
に
願
い
、
私
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
互
い
に
重

荷
を
負
い
合
う
こ
と
が
で
き

る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
る
よ

う
願
う
。
今
こ
の
時
、
共
に

鎌　倉

アートヴィレッジ
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁
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０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

ご
遺
族
の
方
々
の
た
め
、
復

興
の
た
め
に
毎
年
心
を
一
つ

に
し
て
祈
っ
て
い
る
。
ま
た

風
評
被
害
で
苦
し
む
地
方
の

農
産
物
を
買
っ
て
い
る
。
今

年
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が

日
本
に
来
ら
れ
る
が
、
震
災

の
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
」
と
語
っ
た
。

岡山市 「
時
間
に
な
っ
た
の

で
、
イ
エ
ス
は
食
卓

に
つ
か
れ
、
使
徒
た

ち
も
共
に
席
に
つ
い
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら

に
言
わ
れ
た
、『
わ
た
し
は
苦
し
み
を
受
け

る
前
に
、
あ
な
た
が
た
と
こ
の
過
越
の
食

事
を
し
よ
う
と
、
切
に
望
ん
で
い
た
…
』。

…
ま
た
パ
ン
を
取
り
、感
謝
し
て
こ
れ
を
さ

き
、
弟
子
た
ち
に
与
え
て
言
わ
れ
た
、『
こ

れ
は
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
与
え
る
わ

た
し
の
か
ら
だ
で
あ
る
。
わ
た
し
を
記
念

す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
行
い
な
さ
い
』。

食
事
の
の
ち
、
杯
も
同
じ
様
に
し
て
言
わ

れ
た
、『
こ
の
杯
は
、
あ
な
た
が
た
の
た
め

に
流
す
わ
た
し
の
血
で
立
て
ら
れ
る
新
し

い
契
約
で
あ
る
。』」（
ル
カ
22
・
14
│
20
）

西
方
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
で
は
４
月
14
日

か
ら
聖
週
間
に
入
り
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難

と
死
と
復
活
を
記
念
す
る
。
イ
エ
ス
は
捕

え
ら
れ
る
前
夜
、
弟
子
た
ち
と
共
に
食
卓

を
囲
み
、
パ
ン
と
葡
萄
酒
を
祝
し
て
与
え

た
。
こ
れ
を
、
キ
リ
ス
ト
の
御
体
と
御
血

と
し
て
、
再
び
来
ら
れ
る
日
ま
で
の
信
じ

る
者
た
ち
の
生
命
の
糧
と
し
た
。
主
の
来

臨
を
待
ち
望
む
キ
リ
ス
ト
者
は
、
主
と
共

に
再
び
食
卓
を
囲
む
日
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。
そ
の
日
は
「
小
羊
の
婚
宴
」
の
時
、

喜
び
の
一
日
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。（
Ｉ
）

東日本大震災追悼・復興祈願祭「仏教の祈り」
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購
読
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年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

３
月
中
旬
、

二
つ
の
自
治
会

で
お
守
り
し
て

い
る
小
さ
な
祠

の
よ
う
な
地
神

（
ぢ
じ
ん
）
さ

ん
の
お
祭
り
が
済
む
と
、

田
植
え
に
向
け
て
田
起
こ

し
の
始
ま
り
。
大
型
の
ト

ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
た
の

で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人

の
作
業
で
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
２
日
で
終
わ
っ
た
。
天

地
子
が
子
供
の
こ
ろ
の
、

牛
を
使
っ
て
の
作
業
に
比

べ
る
と
驚
異
的
な
速
さ
▼

４
月
中
旬
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
植
え

る
の
で
、
田
ん
ぼ
ご
と
に

堰
を
修
繕
す
る
。
排
水
口

を
数
枚
重
ね
た
板
と
ビ
ニ

ー
ル
で
塞
ぐ
作
業
で
、
板

は
数
年
で
腐
る
の
で
取
り

換
え
る
。
堰
が
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
だ
と
簡
単
だ
が
、

畦
土
の
ま
ま
だ
と
板
を
受

け
る
杭
を
打
ち
込
む
。
杭

が
腐
っ
て
い
る
と
代
え
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
は

５
人
で
１
日
半
か
か
っ
た

▼
天
地
子
の
朝
一
番
は
愛

犬
と
の
散
歩
。
毎
日
コ
ー

ス
を
変
え
、
田
ん
ぼ
の
様

子
を
見
ま
わ
る
。
３
月
下

旬
に
は
小
麦
が
穂
を
出
し

て
き
た
。
う
ど
ん
用
の
小

麦
で
、
県
の
試
験
場
と
国

立
大
農
学
部
が
開
発
し
た

新
品
種
。
昔
風
の
風
味
が

あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

産
に
勝
て
る
と
の
う
た
い

文
句
だ
が
、
ま
だ
道
は
険

し
い
▼
先
日
、
酒
造
会
社

と
の
懇
談
会
が
あ
り
、
県

特
産
の
酒
米
を
増
産
し
て

ほ
し
い
と
の
依
頼
。
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
を
数
枚
減
ら
し
、

酒
米
を
植
え
る
こ
と
に
す

る
。
宣
伝
に
も
力
を
入
れ

る
と
い
う
の
で
、
期
待
し

た
い
▼
自
治
会
も
役
員
が

交
代
。
４
月
に
２
校
を
統

合
し
た
小
学
校
が
近
く
に

開
校
す
る
こ
と
も
あ
り
、

環
境
省
の
補
助
金
を
受

け
、
環
境
整
備
や
美
化
の

活
動
を
、
里
山
ク
ラ
ブ
を

設
け
、
３
年
計
画
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
忙

し
く
な
る
が
、
子
供
た
ち

の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
の
が

楽
し
い
。

御
神
幸
の
始
ま
り
は
、
宗

忠
神
社
が
鎮
座
し
た
翌
明
治

19
年
に
、
御
祭
神
が
在
世
中

に
奉
仕
し
て
い
た
今
村
宮

（
池
田
藩
の
守
護
神
社
）
へ

の
鎮
座
報
告
に
あ
わ
せ
て
、

神
恩
に
感
謝
し
、
世
界
の
平

和
と
万
民
和
楽
を
祈
っ
て
御

鳳
輦
の
渡
御
を
行
っ
た
こ

と
。
そ
の
後
、
行
列
の
市
中

巡
幸
を
熱
望
す
る
市
民
の
声

が
高
ま
り
、
明
治
24
年
か
ら

名
園
・
後
楽
園
を
御
旅
所
と

す
る
岡
山
の
み
祭
り
と
な
っ

た
。
今
年
で
１
３
３
回
目
。

黒
住
教
は
、
今
村
宮
の
神

官
だ
っ
た
黒
住
宗
忠
が
江
戸

時
代
の
文
化
11
年
（
１
８
１

４
）
に
開
い
た
教
派
神
道
。

流
行
り
病
で
父
母
を
亡
く
し

た
宗
忠
が
、
文
化
11
年
の
冬

至
の
出
を
拝
む
中
、
天
照
大

神
と
一
体
に
な
る
体
験
を
し

た
の
が
黒
住
教
の
始
ま
り
。

以
後
、
宗
忠
は
病
気
治
し
や

日
々
の
心
が
け
を
説
く
宗
教

活
動
を
始
め
た
。

文
久
２
年
に
京
都
の
神
楽

岡
に
創
建
さ
れ
た
宗
忠
神
社

は
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）、

孝
明
天
皇
に
よ
り
勅
願
所
と

な
る
。
明
治
政
府
が
神
社
の

国
家
管
理
を
進
め
る
中
、
黒

住
教
は
宗
教
と
し
て
の
伝
統

を
守
ろ
う
と
明
治
９
年
、
神

道
黒
住
派
と
し
て
独
立
し
た
。

国書刊行会

監
訳
著
・

水
谷
 周
訳
補
完
・
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本
恭
一
郎

２
０
１
９
年
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月
発
刊
　
定
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 ２
７
０
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読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
く
、真
髄
を
極
め
る
達
意
の
新
訳

や
さ
し
い
和
訳
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鎌
倉
宗
教
者
会
議
主
催
（
会
長
：
𠮷
田
茂
穗
・
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）
の
東
日
本
大
震
災

追
悼
・
復
興
祈
願
祭
が
３
月
11
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下
教
会
（
古
川
勉
主
任
司
祭
）
で

執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
祈
願
祭
は
東
日
本
大
震
災
の
一
カ
月
後
に
鶴
岡
八
幡
宮
で
第
１
回

が
行
わ
れ
、
今
年
で
９
回
目
に
な
る
。
鎌
倉
の
神
職
、
僧
侶
、
司
祭
、
牧
師
が
心
を
一
つ

に
し
て
共
に
震
災
の
犠
牲
者
を
哀
悼
し
、
被
災
者
に
思
い
を
寄
せ
て
祈
り
を
捧
げ
、
一
般

参
列
者
も
大
聖
堂
で
焼
香
を
し
、
祈
り
を
捧
げ
た
。

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
祈
願
祭

被
災
地
へ
神
道
、キ
リ
ス
ト
教
、仏
教
の
祈
り
を

アーケード街を行く御神幸の行列

車上から沿道のお年寄りたちに挨拶する黒住宗道教主
（右）と令嗣の黒住宗芳師


